
 

先日、そのお宅を訪問した際、先の彼女から聞い

ていた「どうやって生きて、どうやって死にたい

か」がひきこもり当事者の会で話題となり、彼女が

答えられなかったというエピソードを紹介しまし

た。それを聞いたお母様は、『ひきこもっていたら

未来のことなんて考えられない、答えられないの

は当然、考えられないから困っているんだよね』

と、ひきこもりの我が子もまたそうであるとの含

みを持たせて話されました。お父様はそれを聞い

て考え込んでいる様子でした。 

今はこのテーマについて考えられない人であっ

ても、質問が考えるきっかけになり得るとお伝え

し、ご両親へこれについて考えることはあるかと

尋ねると、お母様から『考えているようで、考えて

いないと』の返答がありました。 

さて、「どうやって生きて、どうやって死にたい

か」私も考えるきっかけをいただいたので、少し。

目の前のことには真面目に取り組み、面白いこと

を探し、自分の体を労るために怠け、向上心と目標

を持ち、生きて、これ以上はできなかった、これで

良い、人生に感謝、みんなに感謝と言って死にた

い。 

死ぬまでの間にこの考えは変わるかと思います

が、生きている間、考え続けたいテーマでありま

す。 

 

※ 生活困窮者自立支援制度は、経済的に困窮し

最低限度の生活を維持することができなくなるお

それがある方へ包括的な支援を行う制度です。 

参考 URL：https://minna-tunagaru.jp/know/                                         

 

 

  

秋田県内在住の産業カウンセラーの皆さん、こんにちは！  回覧板夏号をお届けします！  

思 う こ と 

水野 正子  

私は、生活困窮者自立支援制度（※）の支援員

をしています。  

先日、ある女性から、彼女が毎月参加している

ひきこもり当事者の会で、『「どうやって死にたい

か」との質問テーマが参加者から掲げられて驚い

た』との話をうかがいました。  

「どうやって生きて、どうやって死にたいか」

との質問に彼女の番になっても答えを出せずに

いたところ、ほかの参加者からパスしても良いよ

とフォローがあったため、『親のこと自分のこと

を考えなくちゃならないけど、今のことだけしか

考えられない』と答えたということです。  

彼女へそのテーマの答えを後から考えなかっ

たかと尋ねると、『考えてしまいました、このテ

ーマを出した人は、ほかの人と違う切り口でいつ

もすごいことを話題にするんですよ、とにかくす

ごいんですよ』と話されました。その人は、参加

した人たちへ考えるきっかけや刺激を与えてく

れる人なのかと尋ねると、『刺激！刺激があって、

もう本当にすごいんですよ』と教えてくれまし

た。  

話は変わりますが、ひきこもり支援で、あるお

宅を訪問しています。ご両親もその当事者の方の

姿を何年もみていないということで、私もその方

とお会いしたことがないのですが、訪問した際に

はご両親とのお話しの後、その方への手紙を書い

て帰っています。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋田県運 営部 への問 い 合わせな どに ご利用

ください。  

運営部長連絡先  080-9259-6005 

メール  jaico_akita●yahoo.co.jp 

スパムメール防止のため、●を＠に置き換え

てご利用ください  

 

 

 

なんとも 

すてきな声でした！  

mailto:jaico_akita@yahoo.co.jp

